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1．はじめに
　歴史の授業では、地理的背景、政治的背景など
との関連付けを理解させることが大切である。特
に、現在必履修となっている高等学校「世界史」
を学習する上では、地理的素養が必要不可欠であ
る 1）。
　高等学校の学習指導要領では地歴科の中から
「世界史 A」または「世界史 B」を必履修とし、「日
本史 A」・「日本史 B」または「地理 A」・「地理 B」
から 1 科目、合計 2 科目 4 単位以上を履修すれば
よいとしている。そのため、高等学校で地理を履
修することなく卒業する生徒もいる。中学校では
地理分野・歴史分野・公民分野の 3 分野となって
おり、公民分野は概ね 3 年生で履修するが、地
理・歴史を学年ごとに配当したり、同学年に 2 科
目配当したり、学校ごとにまちまちである。
　一方、小学校社会科では、3・4 年生では児童
たちの生活圏を中心にした学習、5 年生では地理
分野、6 年生上で歴史分野、6 年生下で公民分野
が配当されており、3 年生での「わたしのまち　
みんなのまち」で自校周辺の歴史文化などを学習
する以外歴史と地理の関係を学習する機会はほと
んどない。
2．学習指導要領における社会科の取り扱い
　小学校社会の学習指導要領第 6 学年2）の「1．
目標」の⑶に
　社会的事象を具体的に調査するとともに、地
図や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を効
果的に活用し、社会的事象の意味について考え
る力、調べたことや考えたことを表現する力を
育てるようにする。
と書かれており、「第 3　指導計画の作成と内容
の取扱い」2 の⑵に
　各学年において、地図や統計資料などを効果
的に活用し、我が国の都道府県の名称と位置を
身に付けることができるように工夫して指導
すること。
と書かれている。
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　一方、中学校社会の学習指導要領歴史分野3）の
「3　内容の取扱い」⑴のエで
　歴史的事象の指導に当たっては、地理的分野
との連携を踏まえ、地理的条件にも着目して取
り扱うよう工夫するとともに、公民的分野との
関連にも配慮すること。
と書かれていて、中学校では地理的条件もふまえ
て学習することとしている。
　しかし、前述のように高等学校「世界史」の学
習では地理的条件の知識は必要不可欠であるた
め、小学校から歴史学習のなかで地理的条件を学
習する習慣づけることが、重要であると考える。
　小学校社会 3・4 下（4 年生に配当）の「私た
ちの県を調べる」の単元で、東京書籍はその例と
して兵庫県の篠山市・豊岡市・姫路市、教育出版
は福岡県太宰府市・横浜市などがあげられている
が、日本の歴史と関連づけてそれらの地域を学習
するには小学生では無理があるので、6 年生で学
習する「日本の歴史・武士の世の中へ」から鎌倉
幕府を題材に、「幕府」と「鎌倉」を取り上げる。
3．鎌倉幕府の学習
3.1.　教科書会社の指導計画案
　「鎌倉幕府」の学習について小学校社会の教科
書を発行している出版社 4 社の Web サイトで公
開されている指導計画案をまとめてみると以下の
ようになっている。
・東京書籍4）
　単元：頼朝が東国を治める
　学習活動・指導上の留意点等
・鎌倉の地図やご恩と奉公の関係図、政子の訴え
などをもとに鎌倉幕府の特色について調べ、分
かったことや考えたことを話し合う。
・源頼朝はご恩と奉公の関係で武士を従えた。
・承久の乱の後、鎌倉幕府の力は西国にまで及ぶ
ようになり、執権の北条氏を中心とした幕府は
法律や裁判の制度を整えて支配力を強めていっ
た。
・教育出版5）
　単元：幕府を開いた源頼朝
　学習活動・指導上の留意点等
・鎌倉の地形的な特徴を読み取り、これまでの政
治の中心との違いを考える。
・「ご恩と奉公」「いざ鎌倉」という言葉を手が
かりに、幕府と御家人の関係について話し合
う。
・幕府の政治のしくみや朝廷との関係を調べ、
鎌倉時代の特徴を考える。
・日本文教出版6）
　単元：源頼朝が鎌倉幕府を開く
　学習活動・指導上の留意点等
・頼朝がおこなった政治について調べ、土地を
仲立ちとした「ご恩と奉公」という将軍と御
家人の強い結びつきがあったことをとらえる
ことができる。
・写真や図を手がかりにして、天然の要害地と
しての鎌倉を理解させ、将軍と御家人との結
びつきについては、図の説明や、北条政子の
うったえなどの逸話が意味するところを細か
く説明して、具体的なイメージがもてるよう
に、必要に応じて個別の指導・支援をする。
・光村図書7）
　単元：鎌倉武士の時代と室町文化
　学習活動・指導上の留意点等
・源頼朝が鎌倉に幕府を開いた理由を考える。
・鎌倉幕府の政治の仕組みや、将軍と御家人の
関係について、御恩と奉公を中心に調べる。
・頼朝が鎌倉に幕府を開いたわけを地図や地形
模型から判断したり、鎌倉幕府の政治の仕組
みが御恩と奉公の考え方を基底にしているこ
とを考える。
　教科書会社が記載している指導案例では、学習
指導要領にもとづいて、武家政政権の観点から、
鎌倉時代から室町時代を 1 つの単元とされてい
て、鎌倉幕府については概ね 1 時間の配当となっ
ている。また 4 社とも鎌倉の地形にも留意させる
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ように記載されているが（下線部）、ただ単に鎌
倉の地形を理解するのではなく、頼朝が鎌倉での
開幕が地形的要素によって左右されたことと、4
年生で学習する防災上の問題点から鎌倉の地形か
ら考えられることを、もう一歩踏み込んで学習す
る必要があると考えた。
3.2．鎌倉の地形と鎌倉幕府の指導計画案
　学習指導要領に記載されている「調べる・考え
る・発表する」に「話し合う」を基本にして、源
頼朝の鎌倉での開幕と鎌倉との関連性について以
下のような指導計画を考えた。
・評価基準
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
鎌倉幕府の成り立ち、武士
の暮らし、鎌倉の地形につ
いて関心を持ち、積極的に
探求しようとしている。
幕府と朝廷の関係から頼朝が
征夷大将軍にこだわった理由
を武家政権の立場から多面
的・多角的に考察している。
頼朝の武士支配と朝廷
との意図を読み取り構
造マップやワークシー
トに表現できる。
鎌倉幕府が成立した過程や
幕府の政治のしくみ、頼朝
が鎌倉から離れなかった理
由を理解している。
・指導案
学習活動・内容 教師の指導・支援 資料等
・4 ～5 人のグループで鎌倉幕府についての
構造マップを模造紙に付箋紙をつかって作
り、発表をおこなう。その際、意味のわか
らない用語も併せて発表する。
・鎌倉幕府学習シート⑴を配布し、教科書や
インターネットなどを活用し調べる。
・鎌倉幕府は征夷大将軍（頼朝）を中心とし
た武士勢力の支配体制であることに気づか
せると共に、幕府体制を構造的に理解でき
るように構造マップ作りを支援する。
・ワークシートで例示した用語の意味につい
ては必ず調べて発表できるように支援す
る。
・模造紙・付箋紙
・タブレット
・インターネット
・ワークシート
・鎌倉幕府学習シート⑵を配布し、それぞれ
について地図や Google Earth・Google Map
などを活用し調べる。
・鎌倉の地形から、鎌倉市について防災の観
点から気づいたことを発表する。
・鎌倉の地形を理解させると共に、学習シー
ト⑴で取り上げた「征夷大将軍」の役割を
再度確認する。
・Google Map などの航空写真や地形図を活
用することにより、東・北・西の 3 方が山
で、南が海であることから防災上の問題点
の把握を支援する。
・ワークシート
・地図帳
・タブレット
・インターネット
⎛
⎝
源頼朝・御恩と奉公・征夷大将軍・
鎌倉・御成敗式目
⎞
⎠
⎛
⎝
鎌倉地形・七切り通し・鎌倉大仏・
鎌倉市など
⎞
⎠
鎌倉幕府について調べてみよう
源頼朝が鎌倉で幕府を開いたのはなぜだろう
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・指導上の留意点
①　4 ～5 人のグループに分かれ、鎌倉幕府の
成り立ちを構造的に理解できるように ISM
構造学習法8）、9）を意識して、関連する項目を
マッピングさせ、グループ発表を行う（図
1）。
②　「鎌倉幕府学習シート⑴」を配布する（図
2）。
○幕府に関することを、自分たちで調べたこと
と、他のグループの発表とをまとめる。
・「源頼朝」ってどんな人‥‥頼朝が平治の
乱後、伊豆に配流され、平氏打倒の後鎌倉
で開幕したことを理解させる。
・「征夷大将軍」ってどんな役割‥‥「征夷
大将軍」以外の官職では都に出仕しなけれ
ばならないため、それまでの公家社会に取
り込まれたくなかった頼朝が特にこだわっ
た官職であったことを理解させる。
・「御恩と奉公」と「守護・地頭」について
は、将軍と御家人との関係を理解させる。
・「御成敗式目」ってどんな法律‥‥承久の
乱後の北条執権政権で作られたことと、こ
の法律が適用されるのが「御家人」のみで
あることを理解させる。
③　「鎌倉幕府学習シート⑵」を配布する（図
3）。
○鎌倉の位置・地形・災害について自分たちで
調べたことと、他のグループの発表とをまと
める。地図帳や Google Earth・Google Map
などで地形も調べる。
・「鎌倉」ってどこにあるの‥‥交通の難所
であった箱根の東に位置していることを理
解させると共に、頼朝が配流された伊豆の
位置も確認させる（都から頼朝討伐軍が派
兵された場合、伊豆だと箱根の西に位置し
ているので、攻められやすいことを理解さ
せる）。
・「鎌倉」ってどんな地形‥‥東・北・西の
三方が山に囲われ、南が海であることを理
解させ、山の軍事的な要害性は失わず、
人々の往来や物資の運搬のため山を最小限
だけ切り取って鎌倉と各地を結ぶ道を作り
後に京の七口になぞらえて鎌倉七口とよば
れたことを理解させる。
・「鎌倉の大仏」って、なぜ屋外にあるの
図 1
構造マップ例
鎌倉
地頭
源頼朝
鎌倉幕府
御成敗式目
守護
征夷大将軍
御恩と奉公
図 2
鎌倉幕府学習シート（1）
◎「源頼朝」ってどんな人
◎「征夷大将軍」ってどんな役割
◎「御恩と奉公」ってどういうこと
◎「守護・地頭」ってなに
◎「御成敗式目」ってどんな法律
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‥‥高徳院の大仏殿は 1498 年の大津波に
よって流され、大仏だけが残ったことを理
解させる。
・現在の「鎌倉市」について、防災上の問題
点をとりあげ発表させる。
4．構造マップ作成の支援
　児童生徒が学習活動を行う上で大切なことは学
習内容を体系的に理解することである。歴史学習
では歴史事象の時系列や因果関係などの学習内容
を体系的に理解することが大切である。学習内容
を体系的に理解する手段として ISM 構造学習
法8）、9）は非常に有効な方法である。
　ISM 構造学習法とは「頭の中の思考を ISM 概
念構造チャートとして具象化して表現」する方法
を用いた学習方法で、構造モデリング法の 1 つで
ある ISM（Interpretive Structural Modeling）法
を応用した構造学習法である。ISM 法では学習
要素を抽出し、学習要素間の前後関係、上下関係、
因果関係、前提関係などを関連づけて学習内容を
チャートやマップで表現する。この作業のとき
に、学習要素を手作業によって矢印で結ぶと複雑
にからみあって読み取りにくいチャートになって
しまう。そこで ISM 教材構造チャート作成プロ
グラムを用いて学習要素が系統的に整然と配置さ
れ、構造の体系が読み取りやすい構造チャートを
作成する（図 4）。
図 4
　児童にとって ISM 構造学習法を用いて学習要
素を関連づけてチャートを作成する作業はかなり
難しい作業である。そこで、第一段階として図 5
のような関連マップを作成させる。中心の二重線
の枠にキーワードを書き込んだものを配布し、周
りの空白の枠の中にキーワードに関連するものを
教科書やインターネットで調べたものを書き込ん
でいく。しかし、このマップでは体系的な構造に
はなっていないので、教師が ISM 法を意識して
図 1 のようなマップが作成できるように支援し、
体系的な構造マップを作成させる。また、生徒に
配布する「学習シート」も ISM 法で作成するこ
とが重要となる。
図 5
図 3
鎌倉幕府学習シート（2）
◎「鎌倉」ってどこにあるの
◎「鎌倉」ってどんな地形
◎「鎌倉七切通（鎌倉七口）」って何
◎「鎌倉の大仏」って、なぜ屋外にあるの
◎現在の「鎌倉市」について考えてみよう
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5．まとめ
　小学校・中学校とも、学習指導要領社会科の目
標が『国際社会に生きる平和で民主的な国
家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎
を養う。』とある。社会的事象、特に国際社会に
おける社会的事象をとらえるためには、歴史・地
理の素養が必要である。
　小学校で社会に配当されている限られた授業時
間の中では地理的条件をふまえた歴史の授業はな
かなか難しいと思うが、総合的な学習の時間など
を利用して、小学生のうちから地理・地形を意識
した歴史学習と、学習内容の構造を体系的に理解
した上で、「調べる、考える、発表する」習慣を
身につけることが大切であると考える。
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